
令和５年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業 実施状況及び効果検証

事業の概要

目的 始期 終期
臨時交付金充

当経費
一般財源補助

金等
実績（活動）

対象や経費内訳等の具体的な数値等
成果目標と達成度 評価（成果）

1

（物価高騰対策）西郷
村緊急生活支援給付事
業【低所得者世帯給付
金】

福祉課 単独

コロナ禍における電力・ガス・食料品
等の価格高騰により、生活に影響を受
けている世帯のうち住民税非課税世帯
等に対し、負担軽減を図る。

R5.7 R6.3

④-Ⅳ．コロ
ナ禍において
物価高騰等に
直面する生活
困窮者等への
支援

54,046,602 54,046,602 0

対象世帯：令和5年度住民税非課税世帯
給付世帯：1,738世帯
交付金：30,000円×1,738世帯
　　　　＝52,140,000円
事務費：1,906,602円

目標：給付率100％

実績：給付率98％

コロナ禍における電力・ガス・食料品
等の価格高騰による生活困窮世帯への
影響を緩和するため、対象世帯への経
済的支援を図ることができた。

2
（物価高騰対策）にし
ごう子育て応援臨時給
付事業

企画政策課 単独

コロナ禍における電力・ガス・食料品
等の価格高騰により、生活に影響を受
けている子育て世代の負担軽減を図
る。

R5.7 R6.3
④-Ⅰ．原油
価格高騰対策

45,771,296 41,896,000 3,875,296

対象者：18歳未満の村民
※給付は原則対象者の保護者
給付金：15,000円×3,021人
　　　　＝45,315,000円
事務費：456,296円

目標：給付率100％
（受給辞退の意思を示す
者を含む）

実績：99.9％

コロナ感染症及び電力・ガス・食料品
等の物価高騰により広く生活に影響を
受けているが、その中でも子育て世帯
の負担軽減を図るという事業目的は達
成できた。
今後、マイナンバーの公金受取口座の
登録率の向上が図られれば、より効率
的な給付事務を進めることができる。

3
（物価高騰対策）西郷
村こども食堂応援給付
事業

福祉課 単独

コロナ禍における電力・ガス・食料品
等の価格高騰により、村内のこども食
堂を運営する団体へ交付金を支給する
ことにより、こども食堂の運営を支援
する。

R5.7 R5.7
④-Ⅰ．原油
価格高騰対策

480,000 480,000 0

対象：西郷村子ども等の居場所づくり
応援補助金の交付を受けている者
団体数：2団体
給付金：240,000円×2団体
　　　　＝480,000円

目標：給付率100％

実績：給付率100％

コロナ禍における電力・ガス・食料品
等の価格高騰によるこども食堂を運営
する団体の影響を緩和するため、こど
も食堂の運営への経済的支援を図るこ
とができた。

4
（物価高騰対策）西郷
村酪農緊急支援対策事
業

産業振興課 単独

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
乳製品の需要減少や生乳生産過程での
副産物である子牛の販売額の大幅な下
落、さらには飼料や燃料等の生産コス
トの高騰により、厳しい経営環境に見
舞われている当村基幹産業である酪農
業について、緊急的に支援を行い営農
の安定化を図る。

R5.7 R6.3
④-Ⅰ．原油
価格高騰対策

7,084,000 7,000,000 84,000

対象：村内に住所を有する個人又は法
人で、令和5年4月1日時点で酪農業によ
り生計を営んでいる者
申請者：11件
交付金：7,084,000円
（交付金の算定は、生乳出荷量1kgあた
り0.7円を乗じた額）

目標：村内11酪農家全て
に交付

実績：11件（7,084,000円
交付）

酪農家11経営体に対し、新型コロナウ
イルス感染症の拡大による生乳消費量
の減少や国際情勢の変化さらには為替
の円安により輸入が多くをしめる配合
飼料等の価格高騰に対し支援し、営農
継続や生産意欲の向上が図られた。
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事業期間
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効果検証

補助
単独

所管課事業の名称


